











































の事情を今日に伝えているのは、『万葉集』であるが、そこには、先にも触れた短歌（5 7 5 7 7）以外にも、




































































































































終わったら、作品を 1 首ずつ、できれば 2 回繰り返して、生徒、または教師が読み上げる。
　学生に読ませた場合も、最終的に教師が読み上げ、その読み方を確定しておきたい。歌は究極的なとこ
ろ調べであるといわれていて、短歌は韻律が重要であるということも、ここで教えなければならない。間
違った読みをすると、作品の魅力が半減してしまう。
　読み上げる前に、学生に自分の心に触れた歌に、すべてチェックを入れるように伝えておく。あとで、
そのなかから最もよいものを 1 首選ぶようにすることが大切である。
5．歌合の実践
　いよいよ歌合である。教員は学生 2 人を指名して、黒板の左右を使って、一方が左、一方が右に、生徒
自身がもっとも気に入った作品を板書させる。（むろん、自分の作品がもっともよいと考える場合は、自
分の作品でもよい）。
　右と左に短歌が板書された時期をみはからって、教員は左右それぞれの生徒にその歌を読み上げさせて、
その歌のどこが良かったかを簡単に解説させる。
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　その後、教員が左右平等にコメントを述べることもできる。さらに、生徒に左右どちらが好きかを判定
させる。この場合、多数決で多い方を勝ちとする。同点数の引き分けの場合は「持（じ）」ということに
なる。こうした古いいい方も積極的に使いたい。
　むろん、教員が判者（判定をする人）となって、教員の見解を述べてもいい。多く点数が入った方が、
かならずしも優れた歌とは限らないこともあらかじめ話しておく。この方法で行えば前で板書した生徒は、
自らの歌ではないので、負けてもさほど落胆することもなく、取り上げられた生徒も、内心誇りに思うか
もしれない。
　さらに勝負が決した後、勝った側に 1 票を投じた生徒に、その理由を述べさせることで、教育的な効果
を上げることができよう。同じように負けた歌に入れた生徒にも理由を述べさせ、負けた歌の良さについ
ても強調することを忘れてはならない。
　このような歌合を、時間がくるまで続けていく。そうすることで、学生はハラハラしながら歌の批評に
も習熟し、創作意欲をたかめることができる。こうした指導法によって、短歌というものに親しみをもた
せ、創作する喜びを知ることで、和歌というものを、より身近に感じることができるようになる。
（注） 「新学習指導要領」「文学国語」A「書くこと」（2）のアに、「自由に発想したり評論を参考にしたり
して，小説や詩歌などを創作し，批評し合う活動」などの項目がある。
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